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ふ る さ と 探 訪 



 

１ 

石
と
魚
の
町
・
庵
治 

庵
治
町
は
、
四
国
本
土
最
北
端
に
位
置
し
、
三
方
を
お
だ
や
か
な
瀬
戸
内
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

南
は
霊
峰
、
五
剣
山
（
八
栗
山
）
の
山
並
み
を
挟
み
、
牟
礼
町
と
接
し
て
お
り
、
町
域
は
東
西
三
・

七
キ
ロ
、
南
北
四
・
三
キ
ロ
で
、
総
面
積
十
五
・
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
庵
治
半
島
の
北

半
分
を
占
め
る
。 

庵
治
町
は
古
く
か
ら
石
と
魚
の
町
と
し
て
栄
え
、
石
材
業
と
漁
業
は
、
今
な
お
町
を
支
え
る
二
大

基
幹
産
業
で
あ
る
。
五
剣
山
の
麓
か
ら
採
取
さ
れ
る
庵
治
石
は
、
高
品
質
で
希
少
価
値
が
高
く
、
世

界
一
高
価
な
花
崗
岩
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
に
お
い
て
も
そ
の
名
を
知
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
源
平
合
戦
ゆ
か
り
の
屋
島
を
間
近
に
臨
み
、
平
家
の
軍
船
の
集
結
場
「
船
か
く

し
」
な
ど
、
町
内
に
は
多
く
の
史
跡
が
残
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
映
画
「
世
界
の
中
心
で
、
愛
を

さ
け
ぶ
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
有
名
で
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
。 

庵
治
で
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
功
績
に
よ
っ
て
多
く
の
く
だ
さ
れ
屋
敷
や
免
税
地
が
あ
っ
た
と

古
く
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、
「
庵
治
濱
村
水
夫
除
地

よ

け

ち

絵
図
」
（
渡
辺
氏
蔵
）
、
「
庵
治
浦
水
夫
被
下

く
だ
さ
れ

屋
敷

順
道
帳
」
（
木
村
家
文
書
）
に
は
、
庵
治
の
水
夫
が
屋
敷
を
も
ら
い
、
屋
敷
が
除
地
、
つ
ま
り
免
税
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
庵
治
の
水
夫
は
秀
吉
の
九
州
・
四
国
出
兵
に
参
加

す
る
な
ど
の
協
力
に
よ
り
免
税
な
ど
が
受
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 



 

「
庵
治
濱
村
水
夫
除
地
絵
図
」
に
よ
る
と
、
王
の
下
、
谷
、
浜
、
才
田
部
落
の
全
部
と
、
鎌
野
で

十
一
戸
、
高
尻
で
一
戸
の
合
計
二
百
三
屋
敷
が
除
地
（
免
税
）
と
な
っ
て
お
り
、
「
庵
治
浦
水
夫
被
下

く
だ
さ
れ

屋
敷
順
道
帳
」
で
は
「
権
現
が
け
下
」
か
ら
始
ま
り
、
高
尻
中
の
谷
池
の
南
六
畝
歩
の
合
計
三
町
七

反
六
畝
、
二
百
五
十
三
屋
敷
、
持
主
百
十
六
人
の
も
の
が
「
く
だ
さ
れ
屋
敷
」
即
ち
「
免
税
屋
敷
」

と
な
っ
て
い
る
。
絵
図
と
順
道
帳
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。 

           

 

庵治濱村水夫除地
よ け ち

絵図  

 

庵治浦水夫被下
くだされ

屋敷順道帳  



 

才田の獅子頭  

２ 

才
田

さ

い

た

岩
陰

い
わ
か
げ

獅
子
舞
（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
） 

平
成
十
八
年
一
月
四
日
指
定
。
庵
治
の
才
田

さ

い

た

獅
子
は
「
岩
陰
獅
子
」
と
言
い
、
岩
の
陰
か
ら
躍
り

出
て
舞
う
獅
子
を
表
し
、
上
下
左
右
の
激
し
い
動
き
を
伴
っ
た
元
気
で
勇
ま
し
い
舞
で
あ
る
。
庵
治

の
船
祭
り
で
は
、
漁
船
三
隻
を
横
に
並
べ
た
舞
台
上
で
岩
陰
獅
子
が
舞
う
。 

 

カ
ン
カ
ラ
、
カ
ン
カ
ラ
と
言
う
か
ん
高
い
太
鼓
の
音
で
「
後
使
い
」
が
両
手
を
高
く
上
げ
て
入
場

し
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
は
、
天
照
大
神
の
天
の
岩
戸
に
入
ら
れ
る
の
を
、
神
々

の
神
楽
を
も
っ
て
引
き
出
す
態
を
表
す
と
い
う
、
全
国
的
に
類
例
が
見
あ
た
ら
な
い
古
風
な
獅
子
舞

で
あ
る
。 

【
才
田

さ

い

た

の
獅
子
頭
（
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）
】 

 

平
成
十
六
年
九
月
一
日
指
定
。
才
田
岩
陰
獅
子
舞
に
現
在
も
使
わ
れ
て

い
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
こ
ろ
、
彫
刻
師
の
額
田
喜
左
衛
門
が
作

っ
た
木
彫
り
の
獅
子
頭
で
あ
り
、
他
自
治
会
の
張
子
の
獅
子
頭
と
は
重
さ

が
違
い
、
力
の
弱
い
青
年
で
は
使
え
な
い
。
讃
岐
の
毛
獅
子
の
頭
で
は
最

古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
額
田
喜
左
衛
門
は
松
平
高
松
藩

の
大
番
屋
敷
に
い
て
、
丸
門
の
主
人
と
し
て
御
殿
を
守
り
、
瀬
戸
内
海
を

航
行
す
る
御
用
の
お
船
を
見
張
る
役
目
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。 



 

天満神社（西天神社）  

 
 

 

３ 

西
天
神
社 

（
所
在
地
）
湯
谷
地
区
（
字
新
開
） 

（
祭
神
） 

菅
原
道
真 

（
建
物
） 
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
な
ど 

（
由
来
） 

桜
八
幡
神
社
の
境
外
摂
社
で
、
『
三
代
物
語
』
に
平
安
初
期
の
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
、
菅

原
道
真
が
讃
岐
国
の
赴
任
地
に
船
で
来
た
と
き
、
庵

治
浦
の
海
岸
で
風
雨
に
会
い
、
上
陸
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
嵐
の
た
め
三
日
ほ
ど
足
止
め
と
な
っ

た
後
、
庵
治
の
海
岸
に
上
陸
し
た
道
真
は
、
丘
に
登

り
、
石
に
腰
か
け
て
景
色
を
眺
め
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
村
人
が
そ
の
旧
蹟
に
祠
を
建
て
、
道
真
を
祀
っ

た
の
が
、
天
満
神
社
（
西
天
神
社
）
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
、
現
在
も
、
社
殿
の
後
方
に
は
道
真
が
腰
を
下

ろ
し
た
と
さ
れ
る
「
お
腰
石
」
が
残
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
西
天
神
社
は
「
お
腰
天
神
」
と
も
呼
ば
れ

る
。 



 

４ 

岡
田
丹
後
守
の
墓 

 

湯
谷
の
開
谷
に
、
一
際
高
い
六
角
形
の
石
幢
型
の
墓
が
あ
る
。
墓
石
裏
面
の
上
に
「
近
江
国
住
人

四
位
上
岡
田
丹
後
守
」
、
そ
の
下
に
「
岡
田
六
左
衛
門
正
近 

藤
原
朝
臣
正
清 

岡
田
挺
右
衛
門
正
広
」

な
ど
と
あ
り
、
一
門
合
同
の
墓
石
と
な
っ
て
い
る
。
墓
石
に
は
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
、
元
禄
五

申
年
（
一
六
九
二
）
、
宝
永
四
亥
年
（
一
七
〇
七
）
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
な
ど
の
年
号
が
刻
ま

れ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
、
高
松
藩
主
・
松
平
賴
重
が
庵
治
の
御
殿
山
に
別
荘
を
建
て
ら
れ
た
。
殿
様
が
御
殿
へ

来
ら
れ
て
い
た
頃
、
乗
馬
で
新
開
の
東
南
の
隅
の
平
見
の
一
里
松
の
前
に
差
し
掛
か
る
と
、
馬
が
立

ち
止
ま
っ
て
動
か
な
く
な
っ
た
。
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
東
方
に
「
四
位
上
岡
田
丹
後
守
」
の

墓
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
か
ら
は
籠
で
通
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
殿
様
よ
り

も
位
が
上
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
以
降
は
殿
様
に
遠
慮
し
て
、
墓
石
を
山
一
つ
東
の
現
在
の

場
所
に
移
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

５ 

庵
礼
西
国
三
十
三
観
音 

 

庵
礼
西
国
三
十
三
観
音
と
は
、
牟
礼
の
八
栗
山
（
五
剣
山
）
の
山
ろ
く
を
回
り
、
庵
治
の
浦
や
牟

礼
の
谷
を
巡
り
、
三
十
三
か
所
の
札
所
、
三
十
三
観
音
を
お
参
り
す
る
お
遍
路
の
道
で
あ
る
。 



 

 

四
国
八
十
八
箇
所
の
第
八
十
五
番
札
所
・
八
栗
寺
を
第
一
番
と
し
て
、
打
ち
上
げ
の
第
三
十
三
番

は
牟
礼
の
西
林
寺
と
な
っ
て
い
る
。
札
所
の
内
訳
は
、
第
一
番
～
第
七
番
が
牟
礼
町
、
第
八
番
～
第

二
十
二
番
が
庵
治
町
、
第
二
十
三
番
～
第
三
十
三
番
が
牟
礼
町
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
番
外
と

し
て
庵
治
町
の
石
像
が
加
わ
っ
た
。 

 

人
々
が
救
い
を
求
め
て
観
世
音
菩
薩
（
観
音
）
を
祈
願
す
る
と
、
そ
の
声
を
よ
く
聞
い
て
、
三
十

三
の
姿
に
身
を
変
え
て
現
れ
、
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
慈
悲
深
い
仏
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
今

に
続
い
て
い
る
。 

        

 

庵礼西国三十三観音  札所一覧  



 

天満神社（東天神社）  

６ 

東
天
神
社 

（
所
在
地
）
馬
治
地
区
（
字
天
神
東
） 

（
祭
神
） 

菅
原
道
真 

（
建
物
） 

本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
な
ど 

（
由
来
） 

桜
八
幡
神
社
の
境
外
末
社
で
、
東
天
神
と
も
い
わ

れ
る
。
『
三
代
物
語
』
に
は
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
、
菅
原

家
の
船
が
庵
治
の
浦
に
泊
ま
り
、
西
天
神
、
東
天
神
に
憩
う
。

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
祠
を
立
つ
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

 

 

７ 

庵
礼
二
十
四
輩 

浄
土
真
宗
の
開
祖
・
親
鸞
聖
人
に
は
二
十
四
人
の
高
弟
が
お
り
、
「
二
十
四
輩
」
と
呼
ば
れ
る
。
二

十
四
輩
が
開
い
た
寺
を
巡
拝
し
、
阿
弥
陀
仏
に
詣
で
る
こ
と
を
二
十
四
輩
さ
ん
、
又
は
二
十
四
輩
さ

ん
巡
り
と
い
う
。
こ
の
二
十
四
輩
さ
ん
に
習
い
、
身
近
な
所
で
お
参
り
を
し
た
い
と
い
う
人
々
の
願

い
か
ら
、
庵
礼
二
十
四
輩
さ
ん
が
作
ら
れ
た
。
庵
礼
二
十
四
輩
さ
ん
は
、
第
一
番
～
第
十
番
が
庵
治

町
、
第
十
一
番
～
第
二
十
番
が
牟
礼
町
、
第
二
十
一
番
～
第
二
十
四
番
が
庵
治
町
と
な
っ
て
い
る
。 



 

 
 

【
第
二
十
三
番 

庵
治
町 

原
ノ
内
】 

庵
礼
二
十
四
輩
の
第
二
十
三
番
は
庵
治
町
原
ノ
内
の
旧
道
道
端
に

所
在
し
、
石
碑
の
表
面
に
「
常
陸
国 

村
田
刑
部
妻
」
、
裏
面
に
「
弥

陀
た
の
む 
こ
こ
ろ
を
お
こ
せ 

皆
人
の 

か
わ
る
す
が
た
を 

み
る
に

つ
け
て
も
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。 

承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
、
村
田
刑
部
小
輔
平
高
時
の
妻
が
、
難
産

の
た
め
、
十
九
歳
で
死
亡
し
た
。
高
時
や
親
戚
一
同
が
、
在
所
の
無
量

寿
寺
境
内
に
葬
っ
た
が
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
が
心
残
り
で
あ
る
か
の
よ

う
に
、
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
前
は
美
人
で
あ
っ

た
刑
部
の
妻
は
、
恐
ろ
し
い
鬼
女
と
化
し
、
無
量
寿
寺
の
住
職
が
懸
命

に
供
養
し
た
が
一
向
に
効
き
目
が
な
く
、
つ
い
に
住
職
自
ら
が
寺
を
捨

て
、
無
住
の
寺
は
鬼
女
の
住
ま
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
高
時
や
村
人

は
成
仏
で
き
ず
に
い
る
妻
を
不
憫
に
思
い
、
供
養
の
方
法
を
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
親
鸞
聖
人
が
鹿
島
神
宮
に
参
詣
の
た
め
近
く
を
通
ら
れ
る

こ
と
を
聞
き
、
聖
人
を
招
い
て
、
迷
っ
た
鬼
女
の
成
仏
の
法
を
聞
い
た
。

聖
人
は
村
人
た
ち
に
多
く
の
小
石
を
集
め
さ
せ
、
そ
の
石
一
つ
一
つ
に

庵礼二十四輩 第二十三番  

庵治町 原ノ内  

親鸞聖人と村田刑部の妻  

の幽霊  



 

梵鐘（薬師庵）  

浄
土
三
部
経
二
万
六
千
六
百
十
二
字
を
書
写
し
、
幽
霊
が
現
れ
る
墓
へ
埋
め
て
念
仏
を
称
え
た
。
す

る
と
恐
ろ
し
い
鬼
女
の
幽
霊
は
菩
薩
の
姿
に
変
じ
、
無
事
往
生
を
遂
げ
、
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。
以
上
の
よ
う
な
説
話
が
、
第
三
番
無
量
寿
寺
に
あ
り
、
幽
霊
済
度
の
御
旧
跡
と
し
て
有
名
で

あ
る
。
庵
礼
二
十
四
輩
で
は
、
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
第
二
十
三
番
に
祭
ら
れ
て
い
る
。 

 
８ 
兵
庫
畑
の
薬
師
庵 

大
池
の
堤
防
か
ら
高
尻
線
に
出
る
道
の
西
一
帯
は
兵
庫
畑
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
道
の
東
側
も
兵

庫
畑
に
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
地
は
広
大
な
寺
院
が
長
宗
我
部
氏
の
軍
勢
に
焼
か
れ
、
そ
の
跡

地
が
畑
に
な
っ
た
の
で
兵
庫
畑
と
い
う
説
と
、
兵
庫
氏
の
畑
で
あ
っ
た
か
ら
兵
庫
畑
と
呼
ば
れ
る
説

が
あ
る
。
原
ノ
内
の
野
に
、
毎
夜
、
光
を
放
つ
霊

石
が
あ
り
、
弘
法
大
師
が
そ
の
石
で
薬
師
如
来
像

を
作
り
、
そ
れ
を
祀
っ
て
蓮
華
寺
を
開
い
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
薬
師
庵
は
、
そ
の
蓮
華
寺
の
跡
地

だ
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
安
永
五
年
（
一
七

七
六
）
や
八
年
な
ど
の
庵
守
の
墓
や
位
牌
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
に
開
か
れ
た
と
い
わ
れ
て



 

い
る
。
明
治
に
な
り
、
神
仏
分
離
で
廃
寺
と
な
っ
た
満
願
寺
の
梵
鐘
が
こ
こ
に
移
さ
れ
、
こ
れ
が
庵

治
町
内
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
、
こ
こ
に
剣
北
小
学
校
が
開
か
れ
百

人
余
り
の
児
童
が
通
っ
て
い
た
。 

 
９ 
大
池
神
社
と
大
黒
さ
ん 

庵
治
で
最
も
大
き
く
、
宮
東
か
ら
地
頭
名
に
か
け
て
あ
る
池
を
大
池
と
い
い
、
池
の
東
側
に
は
、

水
を
司
り
、
洪
水
か
ら
守
護
し
て
く
れ
る
水
波
能
比
売

み

ず

は

の

ひ

め

の

大
神

お
お
か
み

を
祭
神
と
す
る
大
池
神
社
が
あ
る
。
こ

の
神
の
化
身
で
あ
る
白
髪
の
老
人
が
現
れ
、
洪
水
を
予
言
し
て
村
を
救
っ
た
と
い
う
伝
説
か
ら
、
大

池
の
白
髪

し
ら
か
み

さ
ん
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
揚
げ
物
を
供
え
て
祈
る
と
皮
膚
病
や
は
れ
も
の
が
良
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
、
大
池
の
堤
防

に
大
黒
さ
ん
の
大
き
な
石
像
が
寄
進
さ
れ
た
。
大
黒
さ
ん
は
、

頭
巾
を
か
ぶ
り
、
大
き
な
袋
を
背
負
い
、
打
出
の
小
槌
を
も

っ
て
米
俵
の
上
に
座
っ
て
い
る
。
特
に
四
国
、
九
州
で
は
、

田
の
神
・
農
業
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

 

大黒さん  
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１０月２３日（日）庵治町からの復路 

◆ことでんバス庵治線上り 

（庵治学校前）  （瓦町）  （高松築港）  （高松駅）  

12：19  →  12：56 →  13：03  →  13：06 着                

 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……  

テ － マ  多度津の史跡を訪ねる（予定） 

 と  き  平成２８年１１月２７日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  多度津町役場 

講   師  たどつまち歩きの会 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１１月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆JR 予讃線・観音寺行 

（高松駅）         （多度津駅）     

8：16      →     9：03  



 

 

         

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 


